
北京、コロナ感染抑制策強化 上海は一部住民の外出容認 

5/1ロイター 

https://jp.reuters.com/article/health-coronavirus-china-idJPKCN2MN0L4?feedType=m

ktg&feedName=&WT.mc_id=Newsletter-JP&utm_source=Sailthru&utm_medium=email&utm_ca

mpaign=Weekday%20Newsletter%20%282022%29%202022-05-02&utm_term=NEW:%20JP%20Daily

%20Mail  コントロールキーを押しながらクリック 

 

［北京／上海 １日 ロイター］ - 中国の首都北京は１日、新型コロナウイルスの感染抑

制策を強化した。一方、上海市では、コロナ対策で隔離措置が取られている区域以外での

新規感染者数が２日連続でゼロとなり、一部住民の外出が許可された。 

北京は対人距離確保に関する規制を強化したほか、人口が多く感染が深刻な地区で、住民

の新たな検査を開始した。北京は今回の感染増が始まって１０日になるが、ロックダウン

（都市封鎖）は行っていない。 

北京はこの１週間、市内１６地区の大半で検査を実施。全ての娯楽施設を閉鎖したほか、

外食も禁止している。テーマパーク「ユニバーサル・スタジオ・北京」は１日、感染対策

を理由に一時休園を発表した。また、万里の長城の観光地・八達嶺では、訪問者にコロナ

検査の陰性証明の提示が求められている。 

上海はなお市の大半がロックダウン下にあるが、隔離区域を除くと市中感染リスクが抑え

られていると判断。一部地区で制限を緩和した。 

上海市のコロナ対策を監督するため同市に派遣されている孫春蘭副首相は、まだ気を緩め

る時期ではないが、７日間新規感染者が出ない地区は「通常の社会秩序」への回帰が認め

られるべきだと述べた。 

市当局者によると、１６地区のうち６地区で３日連続で新規感染者が出ず、「ゼロコロナ」

を達成した。５地区では公共交通機関の運行再開を許可、住民は居住地区内に限ってスー

パーなどに行くことが可能になる。 

本土外からの渡航者を除いた中国の４月３０日の新規感染者数は８２５６人で、前日の１

万０７０３人から減少。新規感染者は北京が５９人、上海は７８７２人。死者数は３８人

で、その全てが上海だった。 
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